
2026平和行動 in 根室

と き ： 2026年 9月 4日（金）～6日（日）

と こ ろ ： 北海道根室市（北方四島交流センター、納沙布岬）

参 加 ： 連合岐阜 5名

はじめに

第二次世界大戦が終結して81年が経った。しかし、近年では、ロシアのウクライナへの軍事

侵攻が未だとどまることなく、米国・イスラエル・イランを取り巻く中東情勢も終息していない。

アジア圏でも東シナ海では中国による武力を背景とした現状変更が進行し周辺国を脅かしている。

一方、わが国の北方四島は、1945年終戦機に旧ソ連による不法占拠が始まって以来、現在も

なお実効支配の状態が続いており、経済協力・民間交流もむなしく途絶え、領土問題の根本的

解決には至っていない。

今回、根室の平和行動には東海３県からは、愛知、三重、岐阜の22名が参加し、現地の歴史

を学び、思いを分かち合った。

１．北方四島学習会（9／5 【Ａ：北海道立北方四島交流センター】）

北方四島学習会では、四島の出身者の方や学識者の方に講演をいただいた。

  (１) ふるさと四島への想い

◆古林貞夫氏（国後島出身の元島民、語り部）

8歳の頃までいた国後島瀬石を旧ソ連軍に強制退去させられた。かつてコロナ禍前は墓参団

で訪れる機会があったものの、外交上の様相も変わり、訪問すら途絶えた今は87歳とあり、

残されたあいだでもう一度だけでも墓参を果たしたいという言葉が印象的であった。

◆ 児玉 泰子 氏（歯舞群島 志発島 元島民、北方領土返還連絡協議会事務局長）

終戦後３歳のときに旧ソ連兵によって故郷を追われ、サハリンの収容所に送られることと

なったという。引揚船乗船名簿の収集には相当な苦労を要したとのこと。

とにかく、ロシアと交渉の機会が持てるよう、扉のすき間でも開けてほしいとの願いを

語られた。

 (２) 北方領土の軍事的価値

◆ 小泉 悠（東京大学先端科学技術研究センター准教授）

現代の軍事的情勢とロシア軍の戦略など、そこからみる北方領土問題について話された。

土地をめぐる主権という側面、人々の旧ソ連によって虐げられた人権という側面を指摘し、

今後の可能性にも触れた。



おわりに

ロシアのプーチン大統領が今夏、択捉島の地に降り立った様子が報道された。北方四島は固有の

領土であるわが国にとって由々しき事態が生じている。戦時・終戦期から今までロシアが実効

支配の状態を続けており、この先、強かな国を前にして日本ができうる解決策はあるのだろうか、

と、これまで思う自分がいた。

しかし、あらためて今回の平和行動を通じて、そもそも四島が日本の領土であるとの原点

に立ち返らなければならないと感じた。歴史的にもわが国固有の領土であって、少なくとも

そこにルーツを持つ元島民の方の思いを知ることができた。1945年当時、約17,000人余り

いた四島の旧居住者は、現在5,000人ほどと三分の一以下に減少しているという。

政治が悪い、あるいは政府のみに責任を転嫁するのではなく、本土を含む私たち国民の正しい

理解と、返還への強い思いたる民意が状況を推し進めるのだという話もあった。これは北方四島

以外の領土問題でも同じである。

最後に、平和行動の関係者や東海３県の参加者の皆さんに感謝を表したい。

２．「連合 2026 平和ノサップ集会」（9／6 納沙布岬・望郷の岬公園）
～北方領土 (択捉島、国後島、色丹島、歯舞群島) の返還！日ロ平和条約の締結を～

開会にあたり、連合の神保政史事務局長が主催者挨拶を述べられたあと、地元北海道、根室市長

など行政の代表が挨拶された。元島民の訴えとして古林さんが登壇し、児玉さんも紹介された。

また、連合島根からは竹島の領土問題をめぐり特別報告がなされた。次回の平和集会開催地の沖縄

へのピースフラッグリレーが手渡され、ＪＰ労組根室支部の小松優太さんの集会アピールを全員

で確認した。連合北海道釧根地域協議会会長の淺野康敏さんによる力強いがんばろう三唱で締め

くくった。
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